
今週
こんしゅう
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せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう
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ちょう

覚
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の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「神
かみ

のためにたくさんの友
ゆう

人
じん

をつくる」     

      

第
だい

１２
じゅうに

課
か

  伝
つた

えるに値
あたい

するメッセージ 

柴田
し ば た

 寛
ひろし

 

 

１．安息日午後
あんそくにちごご

 

 イエスさまの十
じゅう

字
じ

架
か

の死
し

（身
み

代
が

わりの死
し

）が、すべての時
じ

代
だい

の、すべての国
くに

の人
ひと

たちのためであったように、イ

エスさまがあらゆる誘
ゆう

惑
わく

と苦
くる

しみを耐
た

え忍
しの

ばれ、みごと死
し

から復
ふっ

活
かつ

された（サタンに勝
しょう

利
り

された！）という福
ふく

音
いん

のメッセージは、すべての人
ひと

に伝
つた

えるべき喜
よろこ

びのメッセージです。聖
せい

書
しょ

には、イエスさまの勝
しょう

利
り

によって、私
わたし

たちがサタンの手
て

から買
か

い戻
もど

され、そして買
か

い戻
もど

した私
わたし

たちを天
てん

のお家
いえ

に連
つ

れ帰
かえ

るために、イエスさまがもう一
いち

度
ど

来
こ

られると書
か

かれています。「ヨハネの黙
もく

示
し

録
ろく

」には、その二
に

度
ど

目
め

の時
とき

（再
さい

臨
りん

の時
とき

）が、もうそこまで近
ちか

づいてい

るので備
そな

えなさいと記
しる

されています。私
わたし

たちは、一人
ひとり

でも多
おお

くの人
ひと

が天
てん

国
ごく

に行
い

けるように、その事
じ

実
じつ

を世
せ

界
かい

中
じゅう

に伝
つた

えるために選
えら

ばれたのです。 

 

２．日曜日
にちようび

：ペトロの「いま持
も

っている真
しん

理
り

」のメッセージ 

イエスさまは、なんの※１前
まえ

触
ぶ

れもなく突
とつ

然
ぜん

こられるような方
かた

ではありません。ノアの洪
こう

水
ずい

の時
とき

がそうであったよ

うに、十
じゅう

分
ぶん

な※２警
けい

告
こく

をもって人
ひと

々
びと

を備
そな

えさせるのです。あとは、人
ひと

々
びと

がその※２警
けい

告
こく

を信
しん

じるかどうかです。なか

なか聞
き

く耳
みみ

を持
も

たない人
ひと

たちに対
たい

し、「いま持
も

っている真
しん

理
り

」の素
す

晴
ば

らしさを忍
にん

耐
たい

強
づよ

く証
あか

ししましょう。それは、

私
わたし

たちを救
きゅう

出
しゅつ

しようと、多
おお

くの※４犠
ぎ

牲
せい

を払
はら

って下
くだ

さった神
かみ

の愛
あい

であり、神
かみ

のご品
ひん

性
せい

の清
きよ

さです。それらは暗
くら

闇
やみ

の中
なか

で出
で

口
ぐち

がわからずにいる人
ひと

たちにとっての光
ひかり

であり、救
すく

いの希
き

望
ぼう

です。 

※１前
まえ

触
ぶ

れ（何
なに

かをする前
まえ

に知
し

らせること） 

※２警
けい

告
こく

（「気
き

をつけなさい」と注
ちゅう

意
い

すること） 

※３犠
ぎ

牲
せい

（自
じ

分
ぶん

の命
いのち

や大
たい

切
せつ

なものを捧
ささ

げること） 

 

３．月曜日
げつようび

：終
しゅう

末
まつ

に焦
しょう

点
てん

を合
あ

わせる黙
もく

示
し

録
ろく

 

「ヨハネの黙
もく

示
し

録
ろく

」には、二
に

度
ど

目
め

に来
こ

られるイエスさまが「王
おう

の王
おう

、主
しゅ

の主
しゅ

」として来
こ

られると書
か

いてあります。

それは勝
しょう

利
り

者
しゃ

としてのイエスさまのお姿
すがた

です。勝
しょう

利
り

者
しゃ

なる王
おう

ですから、その時
とき

、ながく続
つづ

いた「善
ぜん

と悪
あく

」との

戦
たたか

いが終
お

わり、サタンによってめちゃくちゃにされた地
ち

球
きゅう

は新
あたら

しくされ、死
し

がなくなります。そして勝
しょう

利
り

者
しゃ

な

るイエスさまと永
えい

遠
えん

にいっしょに生
い

きるのです。なんという喜
よろこ

びの時
とき

でしょう！ 黙
もく

示
し

録
ろく

は、そのような素
す

晴
ば

らし

い世
せ

界
かい

への※４招
しょう

待
たい

状
じょう

です。伝
でん

道
どう

はこの※４招
しょう

待
たい

状
じょう

を持
も

って出
で

ていくことです。あなたの大
たい

切
せつ

な人
ひと

に、この※４招
しょう



待
たい

状
じょう

を届
とど

けましょう。これほど喜
よろこ

びに満
み

ちた、やりがいのある※５務
つと

めは他
ほか

にありません。 

※４招
しょう

待
たい

状
じょう

（ぜひ来
き

てくださいというお手
て

紙
がみ

） 

※５やりがいのある務
つと

め（喜
よろこ

びの奉仕
ほうし

） 

 

４．火曜日
かようび

：黙
もく

示
し

録
ろく

の終
しゅう

末
まつ

のメッセージ 

アドベンチスト教
きょう

会
かい

は、黙
もく

示
し

録
ろく

1 4
じゅうよん

章
しょう

を終
お

わりの時
じ

代
だい

の希
き

望
ぼう

のメッセージとして特
とく

に大
たい

切
せつ

にしてきました。

黙
もく

示
し

録
ろく

1 4
じゅうよん

章
しょう

７
なな

節
せつ

には「神
かみ

を畏
おそ

れ、その栄
えい

光
こう

をたたえなさい。神
かみ

の裁
さば

きの時
とき

が来
き

たからである。天
てん

と地
ち

、海
うみ

と水
みず

の 源
みなもと

を創
そう

造
ぞう

した方
かた

を礼
れい

拝
はい

しなさい」と記
しる

されています。ここにはイエスさまがご再
さい

臨
りん

される時
とき

が近
ちか

づいて

いるということだけでなく、私
わたし

たちがイエスさまの手
て

によって「創
つく

られた」ことが記
しる

されています。なぜこれらの

言
こと

葉
ば

が希
き

望
ぼう

なのでしょうか？ それは、私
わたし

たちが何
なに

者
もの

であり、どうしてここにいて、どこへ向
む

かっているのかがは

っきりするからです。創
そう

造
ぞう

主
しゅ

なる神
かみ

さまを知
し

らない人
ひと

たちの多
おお

くが、自
じ

分
ぶん

が存
そん

在
ざい

している理
り

由
ゆう

も、自
じ

分
ぶん

の価
か

値
ち

も、

人
じん

生
せい

の意
い

味
み

や目
もく

的
てき

もわからないまま生
い

きています。しかし※６このみ言
こと

葉
ば

は、私
わたし

たち一人
ひとり

ひとりが、神
かみ

さまによって

創
つく

られ、愛
あい

されていること。イエスさまが十
じゅう

字
じ

架
か

上
じょう

で命
いのち

を捨
す

てるほどの※７価
か

値
ち

が、私
わたし

たち一人
ひとり

ひとりにあるこ

とを教
おし

えてくれています。そのイエスさまが、私
わたし

たちをまもなく迎
むか

えにきて下
くだ

さる。その時
とき

が本
ほん

当
とう

に近
ちか

づいてい

る。これは、救
すく

いを必
ひつ

要
よう

としている全
すべ

ての人
ひと

たちに、力
ちから

と希
き

望
ぼう

を与
あた

える、最
さい

高
こう

に良
よ

い知
し

らせなのです。 

※６このみ言
こと

葉
ば

（黙
もく

示
し

録
ろく

1 4
じゅうよん

章
しょう

7
なな

節
せつ

の聖
せい

句
く

） 

※７価
か

値
ち

（大
たい

切
せつ

さ） 

 

５．水曜日
すいようび

：より完
かん

全
ぜん

に神
かみ

のメッセージを理
り

解
かい

する 

黙
もく

示
し

録
ろく

１４
じゅうよん

章
しょう

７
なな

節
せつ

には、もう一
ひと

つの大
たい

切
せつ

な表
ひょう

現
げん

があります。それは「神
かみ

を畏
おそ

れ」という表
ひょう

現
げん

です。「神
かみ

を畏
おそ

れる」とはどのような態
たい

度
ど

でしょうか。それはつまるところ（「神
かみ

を畏
おそ

れる」の意
い

味
み

は）、神
かみ

さまに心
こころ

から喜
よろこ

んで従
したが

うということですが、私
わたし

たちは誰
だれ

に対
たい

しても理
り

由
ゆう

なく従
したが

えません。それは相
あい

手
て

が神
かみ

さまであっても同
おな

じ

です。そんな、神
かみ

さまとの間
あいだ

に微
び

妙
みょう

な距
きょ

離
り

があいたままになっている（神
かみ

さまに半
はん

分
ぶん

だけ従
したが

っている）クリス

チャンに対
たい

して、パウロは次
つぎ

のように語
かた

りました。 

「知
し

らないのですか。あなたがたの体
からだ

は、神
かみ

からいただいた聖
せい

霊
れい

が宿
やど

ってくださる神
しん

殿
でん

であり、あなたがたは

もはや自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のものではないのです。あなたがたは、代
だい

価
か

を払
はら

って買
か

い取
と

られたのです。だから、自
じ

分
ぶん

の体
からだ

で神
かみ

の栄
えい

光
こう

を現
あらわ

しなさい。」（第
だい

一
いち

コリント６
ろく

章
しょう

１ ９
じゅうきゅう

~２０
にじゅう

節
せつ

） 

私
わたし

たちは、イエスさまの十
じゅう

字
じ

架
か

上
じょう

の死
し

という大
おお

きな代
だい

償
しょう

（交
こう

換
かん

条
じょう

件
けん

）によって、サタンの手
て

から解
かい

放
ほう

さ

れました。もし、この十
じゅう

字
じ

架
か

の恵
めぐ

みによる救
すく

いがなければ、サタンと共
とも

に※８虚
むな

しく滅
ほろ

びるほかありませんでした。

この（十
じゅう

字
じ

架
か

の恵
めぐ

み）驚
おどろ

くべき恵
めぐ

みを理
り

解
かい

した人
ひと

は、神
かみ

さまへの感
かん

謝
しゃ

と賛
さん

美
び

に満
み

たされます。これが「神
かみ

を畏
おそ

れる」という態
たい

度
ど

であり、すべての人
ひと

たち、とりわけ終
しゅう

末
まつ

に生
い

きる人
ひと

たちに必
ひつ

要
よう

な気
き

づきです。 

アドベンチスト教
きょう

会
かい

は、このよき知
し

らせを全
ぜん

世
せ

界
かい

に向
む

けて発
はっ

信
しん

し、神
かみ

さまを心
こころ

から礼
れい

拝
はい

する者
もの

となるよう、

うったえているのです。私
わたし

たちもパウロのように「知
し

らないのですか？」と身
み

近
ぢか

な人
ひと

たちから伝
つた

えていきましょう。 



※８虚
むな

しく（寂
さび

しく） 

 

６．木曜日
もくようび

：神
かみ

の最
さい

後
ご

の訴
うった

え 

ヨハネの黙
もく

示
し

録
ろく

1 8
じゅうはっ

章
しょう

4
よん

節
せつ

では、「わたしの民
たみ

よ、彼
かの

女
じょ

（バビロン）から離
はな

れ去
さ

れ。その罪
つみ

に加
くわ

わったり、

その災
わざわ

いに巻
ま

き込
こ

まれたりしないようにせよ」という強
つよ

い警
けい

告
こく

がなされています。バビロンとは、サタンがわたし

たちを※９滅
ほろ

びに至
いた

らせるために用
よう

意
い

した、あらゆる「見
み

せかけの救
すく

い」（たとえば、※10富
とみ

、快
かい

楽
らく

、偶
ぐう

像
ぞう

、※11人
にん

間
げん

礼
らい

賛
さん

、※12霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

などの誤
あやま

った教
おし

えなど）の※13総
そう

称
しょう

です。それらは※14一
いっ

見
けん

魅
み

力
りょく

的
てき

ですが、サタンの罠
わな

であり、

そこに 魂
たましい

を救
すく

う力
ちから

はありません。 

これら（誤
あやま

った教
おし

えなど）のバビロンと言
い

えるものが、神
かみ

さまを見
み

えなくし、神
かみ

さまを求
もと

める心
こころ

さえ奪
うば

います。

しかし、これが※15悪
あく

意
い

あるサタンの最
さい

初
しょ

からの計
けい

画
かく

であることを覚
おぼ

えましょう。私
わたし

たちはまんまとサタンの罠
わな

に

陥
おちい

る（引
ひ

っかかって落
お

ちる）のではなく、そこ（サタンの罠
わな

）から離
はな

れなければ、永
えい

遠
えん

の死
し

に至
いた

るのです。ガイド

86ページの言
こと

葉
ば

を引
いん

用
よう

します。 

「私
わたし

たちの滅
ほろ

び行
ゆ

く地
ち

球
きゅう

に対
たい

する神
かみ

の終
しゅう

末
まつ

のメッセージは、イエスと彼
かれ

の義
ぎ

に関
かん

するメッセージです。それ

は天
てん

の訴
うった

えそのものです・・・神
かみ

は、キリストのメッセージを十
じゅう

分
ぶん

に高
たか

めるためにセブンスデー・アドベンチス

ト教
きょう

会
かい

を興
おこ

されました・・・それは、『道
みち

であり、真
しん

理
り

であり、命
いのち

である』方
かた

を宣
の

べ伝
つた

えること、イエスの真
しん

理
り

とは対
たい

照
しょう

的
てき

なバビロンの誤
あやま

りを明
あか

るみに出
だ

すことです。」 

アドベンチスト教
きょう

会
かい

に与
あた

えられた特
とく

別
べつ

な使
し

命
めい

は、この世
せ

界
かい

の裏
うら

で起
お

こっている（見
み

えない）ことを明
あか

るみに出
だ

すことです。※15悪
あく

意
い

あるサタンが、地
ち

球
きゅう

もろとも滅
ほろ

びへと道
みち

づれにしよう（一
いっ

緒
しょ

に連
つ

れて行
い

こう）としていること

に、どれだけの人
ひと

が気
き

づいているでしょうか？「バビロンから離
はな

れよ！」・・・この切
せつ

実
じつ

な天
てん

の訴
うった

えを、私
わたし

たちも

声
こえ

を大
だい

にして、叫
さけ

びたいと思
おも

います。 

※９滅
ほろ

びに至
いた

らせる（永
えい

遠
えん

の命
いのち

から離
はな

して死
し

なせる） 

※10富
とみ

（お金
かね

持
も

ち） 

※11人
にん

間
げん

礼
らい

賛
さん

（立
りっ

派
ぱ

な人
ひと

だと褒
ほ

めたたえること） 

※12霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

（人
にん

間
げん

の 魂
たましい

は永
えい

遠
えん

で、肉
にく

体
たい

が死
し

んでも変
か

わらず存
そん

在
ざい

しているという考
かんが

え方
かた

） 

※13総
そう

称
しょう

（まとめたもの） 

※14一
いっ

見
けん

（パッと見
み

た感
かん

じでは） 

※15悪
あく

意
い

ある（人
ひと

を誘
ゆう

惑
わく

し、滅
ほろ

ぼそうとする） 

 

７．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

今
こん

週
しゅう

は、黙
もく

示
し

録
ろく

１４
じゅうよん

章
しょう

に記
しる

されている「三
さん

天
てん

使
し

の使
し

命
めい

」について学
まな

びました。この３
さん

人
にん

の天
てん

使
し

のメッセー

ジ（伝
つた

えるに値
あたい

するメッセージ）を世
よ

に伝
つた

え、イエスさまの再
さい

臨
りん

に人
ひと

々
びと

を備
そな

えさせるために、私
わたし

たちの教
きょう

会
かい

は

選
えら

ばれました。イエスさまは言
い

われました。「あなたがたは、世
よ

の光
ひかり

である」（マタイ５
ご

：１４
じゅうよん

）と。暗
くら

いニュー

スばかりが聞
き

こえてくる毎
まい

日
にち

ですが、聖
せい

書
しょ

に約
やく

束
そく

されている、これらのすばらしい希
き

望
ぼう

を紹
しょう

介
かい

する時
とき

、あなたの



周
しゅう

囲
い

がパッと明
あか

るくなることでしょう。神
かみ

さまはそのような※16忠
ちゅう

実
じつ

な民
たみ

を祝
しゅく

福
ふく

してくださり、伝
つた

えた者
もの

も、

伝
つた

えられた者
もの

も、共
とも

に天
てん

の御
み

国
くに

に入
い

れて下
くだ

さるのです。希
き

望
ぼう

の光
ひかり

をもって、前
ぜん

進
しん

し続
つづ

けましょう！ 

※16忠
ちゅう

実
じつ

な（真
ま

心
ごころ

から神
かみ

に従
したが

う） 


